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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

PTENの発現低下はアポトーシスの抑制や薬物療法抵抗性を誘導し、多くのヒト悪

性疾患で PTEN の異常が報告されているものの、胃癌との関係については不明な点

が多い。本研究では胃癌 221例を対象とし、PTENの loss of heterozygosity (LOH)、

リン酸化 AKT、HER2発現量、及び予後や臨床病理学的因子との相関を検討した。 

PTENの LOHは 20％の症例に観察され、PTENの LOHを有する症例は、リン酸化 AKT 

が高値であるとともに、HER2の発現も高い例が多く、腫瘍による脈管侵襲とも有意

に相関した。5年生存率では、HER2の発現上昇があり、かつ PTENの LOHを認める

症例が、HER2 の発現上昇のみを認める症例より予後不良であった。胃癌において

は HER2 の発現上昇単独では予後因子とはならなかったが、HER2 の発現に PTEN の

LOHが併存することにより予後不良になることが示唆された。 

 

以上の成績は Oncology 誌に掲載され、この方面の研究にインパクトを与えた意

義ある成果であると考えられる。 

本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明

を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項につい

て種々質問を行ったところ、満足すべき回答を得た。 

以上のことから、調査委員合議の結果、試験は合格であると判断した。 

 

 


